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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】環境制御機で発生する騒音を低減し、ハウス外
に漏れる騒音を低減する。
【解決手段】ハウスの妻面側に内設した箱型本体でなる
環境制御機１であって、本体は、内外気を取入れる部屋
を有する第１チャンバー１０１と、内外気を取入れるフ
ァン、及び内外気をハウスに送るダクトを繋ぐ吹出口１
５を有する第２チャンバー１０２と、で構成し、第１チ
ャンバーに、内気吸込み口３－１，３－２を備えた内気
吸込み筒部６、及び第１外気吸込み口２－１，２－２を
備えた外気吸込み筒部５を突設し、外気吸込み筒部に複
数の遮音風向板を斜設し、外気吸込み筒部の終端部５－
１か、第１チャンバーの部屋に繋がる第２外気吸込み口
２－２か、の何れか一方の下側に設ける遮音壁板２５と
でなる。
【選択図】図５－１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウスの妻面に設けた巻上げできるフィルムに近接し、かつこのハウスに内設した箱形
本体でなる環境制御機であって、
　この本体は、内外気を取入れる部屋を有する第１チャンバーと、この内外気を取入れる
ファン、及びこの取入れた内外気を前記ハウスに送るダクトを繋ぐ吹出口を有する第２チ
ャンバーと、で構成し、
　前記第１チャンバーに、第１内気吸込み口を備えた内気吸込み筒部、及び第１外気吸込
み口を備えた外気吸込み筒部を突設するとともに、この外気吸込み筒部に複数の遮音風向
板を斜設し、前記外気吸込み筒部の終端部か、前記第１チャンバーの部屋に繋がる第２外
気吸込み口か、の何れか一方の下側に遮音壁板を設ける構成とした環境制御機。
【請求項２】
　前記遮音風向板の長手方向の両端部に切欠きを設け、この切欠きを、前記外気吸込み筒
部の横方向の内壁面に突設した止め具に着脱自在に設ける構成とした請求項１に記載の環
境制御機。
【請求項３】
　前記遮音風向板の長手方向の両端部は、この遮音風向板の本体部を、それぞれ折曲げ形
成した第１・第２折曲げ片部とする構成とした請求項２に記載の環境制御機。
【請求項４】
　前記環境制御機の第２チャンバーには、燃焼釜と、この燃焼釜に設けられた前記バーナ
及びバーナ用ファンと、燃焼釜に繋がる放熱パイプとを備える構成とした請求項１に記載
のハウスの環境制御機。
【請求項５】
　前記遮音風向板の本体部の短手方向の両端部を、それぞれ折れ加工した第１・第２折れ
片部とし、この第１折れ片部は、外気吸込み側であって、下向きに折れた構成で、また、
この第２折れ片部は、送出し側であって、上向きに折れた構成である請求項１に記載の環
境制御機。
【請求項６】
　前記遮音風向板は複数枚設ける構成とし、この遮音風向板の第１折れ片部と、次の遮音
風向板の第２折れ片部とが、前記外気吸込み筒部の内底面を基準とした場合に、同じ横断
面に設ける構成とした請求項１から５のいずれか一項に記載の環境制御機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハウスの環境制御機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近時、ハウス内のＣО２の減少とか、暖房の効率化、並びに器材の有効利用とかの見地
から、この種の環境制御機が利用される状況となってきた。この環境制御機は、主として
、熱交換用の燃焼釜の停止時に、ファンのみを稼働し、外気を積極的に利用することで、
前述の課題を解決することにある。
【０００３】
　従来の環境制御機をそのまま稼働すると、騒音が発生することが有り、近隣住民に迷惑
を掛けることが明らかとなって、その対策が要望されている。
【０００４】
　この騒音を解消する手段として、本発明では、「この外気吸込み筒部に複数の遮音風向
板を斜設し、外気吸込み筒部の終端部と、上部チャンバーの第２外気吸込み口の始端部と
の間で、かつ第２外気吸込み口か、又は外気吸込み筒部の終端部の何れか一方の下側に遮
音壁板を設ける構成とし、吸込み外気（吸込み空気）とファンとにより発生する騒音防止
の構造」を採用した。
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【０００５】
　この遮音風向板、及び／又は、遮音壁板に関する先行文献を挙げる。空気調和機の送風
口に、騒振音防止用として、複数枚の整流板を設けた構造がある。実開平５－５４９４７
号公報である。また、道路トンネルの換気路の屈曲部に、複数枚で、かつこの屈曲と同形
状でなる消音材を配備し、消音を図る構造である。特許第４４０３１０４号公報である。
同様の発明として、道路トンネルの換気路の屈曲部に、複数枚で、かつこの屈曲と同形状
でなる消音材を配備し、消音を図る構造である。特許第４４０３１０４号公報である。同
様な考え方として、特開２００９－４１８９１号公報がある。
【０００６】
【特許文献１】実開平５－５４９４７号公報
【特許文献２】特許第４４０３１０４号公報
【特許文献３】特開２００９－４１８９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前述の文献１～３は、送風口とか道路トンネル等の空気通路で発生する騒音防止で、殊
に、空気通路が曲折する箇所の騒音防止、即ち、空気のスムーズな曲折した流れを確保す
ることにある。
【０００８】
　従って、本発明の如く、吸込み外気とファン（少なくと、二基の大型ファン）とによる
騒音の防止を図る構造でない。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記に鑑み、本発明は、前述の取込み空気とファンとによる騒音の防止が図れる、請求
項１～６のハウスの環境制御機を提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１の発明は、ハウスの妻面の巻上げできるフィルムに近接し、かつハウスに内設
した箱形本体でなる環境制御機であって、
　本体は、内外気を取入れる部屋を有する第１チャンバーと、内外気を取入れるファン、
及び内外気をハウスに送るダクトを繋ぐ吹出口を有する第２チャンバーと、で構成し、
　第１チャンバーに、第１内気吸込み口を備えた内気吸込み筒部、及び第１外気吸込み口
を備えた外気吸込み筒部を（対峙して）突設し、かつ外気吸込み筒部に複数の遮音風向板
を斜設し、外気吸込み筒部の終端部か、第１チャンバーの部屋に繋がる第２外気吸込み口
か、の何れか一方の下側に遮音壁板を設ける環境制御機であり、外気吸込み筒部において
、吸込み外気を整流しつつ、かつ外気吸込み筒部の複数枚の遮音風向板により、上から下
に向かった、しかも曲折した外気の流れが生成することで、例えば、直線的な流れをなく
、遮音効果と、余剰外気の吸込みを規制できる。また、この外気の流れと、及び／又は、
遮音壁板とを介して、ファン（少なくと、二基の大型ファン）に供給する（取入れる）、
空気の流れを確保できる特徴と、併せて吸込み外気（空気、及び／又は、ＣО２）とファ
ンとによる騒音の防止が図れる特徴がある。
【００１１】
　請求項２の発明は、遮音風向板の長手方向の両端部に切欠きを設け、切欠きを、が息吸
込み筒部の横方向の内壁面に突設した止め具に着脱自在に設ける環境制御機であり、請求
項１に記載の特徴と、併せて遮音風向板のワンタッチでの取付け等と、保守管理の簡便化
とが図れる実益がある。
【００１２】
　請求項３の発明は、遮音風向板の長手方向の両端部は、遮音風向板の本体部を、それぞ
れ折曲げ形成した第１・第２折曲げ片部とする環境制御機であり、請求項２の特徴と、請
求項２の実益とに併せ、遮音風向板のびびりの解消と、外気吸込み筒部の内壁との一体化
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等に有益である。
【００１３】
　請求項４の発明は、環境制御機の第２チャンバーには、燃焼釜と、燃焼釜に設けられた
バーナ及びバーナ用ファンと、燃焼釜に繋がる放熱パイプとを備える環境制御機であり、
請求項１の特徴と実益とに併せ、暖房機として利用できる有益がある。
【００１４】
　請求項５の発明では、遮音風向板の本体部の短手方向の両端部を、それぞれ折れ加工し
た第１・第２折れ片部とし、第１折れ片部は外気吸込み側（取込み側）であって、下向き
に折れた構成で、また、第２折れ片部は、送出し側（第１チャンバー側）であって、上向
きに折れた構成である環境制御機であり、請求項１の特徴と実益とに併せ、外気の取込み
を確実に行えることと、ハウス内の環境維持に有効である（他の請求項も同じ）。
【００１５】
　請求項６の発明では、遮音風向板は複数枚設ける構成とし、遮音風向板の第１折れ片部
と、次の遮音風向板の第２折れ片部とが、外気吸込み筒部の内底面を基準とした場合に、
同じ横断面に設ける構成とした環境制御機であり、請求項１～５の実益等の向上に、極め
て有効である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の環境制御機をハウスの妻面側よりみた一部欠截の正面図
【図２】図１の背面図
【図３】図１の平面図
【図４－１】遮音風向板を拡大して示した側面図
【図４－２】図４－１を仰視した図
【図４－３】外気吸込み筒部の内壁と、止め具との関係を示した図
【図５－１】本発明の環境制御機の外気吸込み筒部と、第１チャンバーの内部、及びファ
ンとの間の外気の流れを示した一方側面図
【図５－２】本発明の環境制御機の外気吸込み筒部と、第１チャンバーの内部、及びファ
ンとの間の外気の流れを示した他方側面図
【図５－３】本発明を仮想した環境制御機であって、遮音壁板を備えない外気吸込み筒部
と、第１チャンバーの内部、及びファンとの間の外気の流れを示した図
【図６－１】本発明の環境制御機をハウス内に配備した状態の妻面側よりみた、一部を省
略した縮尺模式図
【図６－２】図６－１の側面視した拡大断面図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、好ましい、実施例を説明する。
【００１８】
　図６－１と図６－２、又は図１、図２の如く、図中１はハウスＨ内の妻面Ｈ１の内側に
隣接して設置される環境制御機で、箱形本体１００でなり、第１チャンバー１０１と、こ
の第１チャンバー１０１の下側となる第２チャンバー１０２とで外郭を構成し、第１チャ
ンバー１０１の対峙する面１０１ａ、１０１ｂには、第２外気吸込み口２－２と、第２内
気吸込み口３－２を開設する。この第２外気吸込み口２－２には、外気吸込み筒部５（外
気取込み筒部）を突設する。また、この第２内気吸込み口３－２には、内気吸込み筒部６
（内気取込み筒部）を突設する。この第１チャンバー１０１の底部１０１ｃには、一個、
又は数個の開口７（ケーシング）を形成し、この開口７には一基、又は数基のファン８を
取付ける。尚、第２チャンバー１０２には、燃焼釜１０とか、多数本の放熱パイプ１１、
バーナ１２、又はバーナ用のファン１３、或いはダクトＨ２取付け用の吹出口１５、又は
煙突取付け口１６等を備える。図中１７は第２チャンバー１０２内に設けた空気、又は温
風を通す通路を示す。
【００１９】
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　図中Ｈ３はハウスＨの妻面Ｈ１に設けた巻上げできるフィルムである。
【００２０】
　前記外気吸込み筒部５の内壁面５ａ、５ｂには、突出した止め具２０を複数個設ける。
この止め具２０は、後述する複数枚の遮音風向板２１を傾斜して設けるためのものであり
、前後が一組であり、所謂、対で設ける。その位置関係は、図５－１と図５－２とに示す
ように、外気吸込み筒部５の内底面５ｃに対して、第１外気吸込み口２－１の外気吸込み
エリアが高く、第２外気吸込み口２－２の外気吸込みエリアが低くなっており、かつ下の
遮音風向板２１の第１外気吸込み口２－１側にある止め具２０は、すぐ上の遮音風向板２
１の第２外気吸込み口２－２側にある止め具２０と同じ横断面Ｑにある。他の上下の遮音
風向板２１の止め具２０も同じである。前記第１外気吸込み口２－１は、外気吸込み筒部
５の開放側の開口であり、外気を吸込むために、妻面Ｈ１に近接して設けるとともに、巻
上げフィルムＨ３の内側に近接して設ける。また、第１内気吸込み口３－１は、ハウスＨ
の内気吸込み筒部６の開放側の開口であり、内気を吸込むために、ハウスＨに向かって設
けられる。
【００２１】
　各止め具２０は、前述の如く、第１外気吸込み口２－１と第２外気吸込み口２－２とに
設けられた対の関係であり、この例では、５段の止め具２０群（止め具２０とする）とな
る。この止め具２０は、図４－２と図４－３に示すように、対峙する内壁面５ａ、５ｂに
突設されたナットとボルトとの構造である。この止め具２０と遮音風向板２１との関係を
、図４－１と図４－２、並びに、図５－１と図５－２を参考として説明する。遮音風向板
２１は、その本体部２１００の長手方向Ｘの両端部２１０１、２１０２を、長手方向Ｘに
９０°の角度で曲折して第１・第２折曲げ片部２１ａ、２１ｂを設けるとともに、この第
１・第２折曲げ片部２１ａ、２１ｂの下側に切欠き２１ｃ、２１ｄを設ける。この切欠き
２１ｃ、２１ｄを、対の止め具２０に係止することで、図５－１と図５－２の状態となる
。この取付け状態で、本体部２１００の短手方向Ｙの第１外気吸込み口２－１には、第１
折れ片部２１ｅを形成する。第１折れ片部２１ｅは図示のように、本体部２１００が傾斜
状態では、内底面５ｃと同じ面となり、図示のように水平面となる。また、本体部２１０
０の短手方向Ｙの第２外気吸込み口２－２には、第２折れ片部２１ｆを形成する。第２折
れ片部２１ｆは図示のように、本体部２１００が傾斜状態では、内底面５ｃと同じ面とな
り、図示のように水平面となる。以上の構造となる遮音風向板２１を、外気吸込み筒部５
に複数枚設ける場合には、遮音風向板２１の第１折れ片部２１ｅと、次の遮音風向板の第
２折れ片部２１ｆとが、外気吸込み筒部５の内底面５ｃを基準とした場合に、同じ横断面
Ｑに設ける。従って、図５－１と図５－２の如く、外気吸込み筒部５には、複数枚の遮音
風向板２１により、矢視の如く、上から下に向かった、かつ曲折した外気の流れが発生す
る。即ち、直線的な流れでなく、遮音効果と、余剰外気の吸込みを規制できる。
【００２２】
　尚、遮音風向板２１（本体部２１００）を、図示しないが、水平状態にした状態では、
第１折れ片部２１ｅは、本体部２１００を基準として下向きとなり、逆に第２折れ片部２
１ｆは、本体部２１００を基準として上向きとなる。そして、遮音風向板２１を、外気吸
込み筒部５に、斜設することで、取込み側（外気の受入れ側）の第１折れ片部２１ｅと送
出し側（受入れた外気の送出し側）の第２折れ片部２１ｆとが、ともに水平状態であって
、外気の受入れと、受入れた外気のスムーズな流れを確保できる。即ち、前述のように、
矢視の如く、上から下に向かった、かつ曲折した外気の流れが発生する。即ち、直線的な
流れでなく、遮音効果と、余剰外気の吸込みを規制できる。従って、ハウスＨ外に漏れる
騒音を低減できる利点がある。
【００２３】
　図中２５は鋼材、ゴム板、樹脂等でなる板材、波板、端面三角形状、その他の形状でな
る遮音壁板で、遮音壁板２５は、外気吸込み筒部５の終端部５－１か、第１チャンバー１
０１の部屋に繋がる第２外気吸込み口２－２か、の何れか一方の下側に設ける構成であり
、この遮音壁板２５は、第２外気吸込み口２－２の長手方向Ｘの全体、及び／又は、その
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一部に設けられる。また、この第２外気吸込み口２－２の開口の一部を遮蔽する。これに
より、図５－１と図５－２に示した如く、外気吸込み筒部５の内底面５ｃに添って流れる
外気を遮断しつつ、上向き気流とし、図５－３に示したような、ファン８に向かって集中
する受入れ外気Ａを分散し、ファン８の一面への集中した外気の流れＡ１をシャットアウ
トする。これにより、ファン８への集中負荷を無くし、かつスムーズな回転と、騒音発生
を回避できる。図１に示した如く、遮音壁板２５は、対の外気吸込み筒部５に対応し、各
外気吸込み筒部５にそれぞれ設けられる。
【００２４】
　受入れた外気、及び／又は、ＣО２等は、その後、第２チャンバー１０２の部屋１０２
ａと、その隙間１０２ｂを通過して、吹出口１５からダクトＨ２より、ハウスＨ内に導か
れる。また、燃焼釜１０と放熱パイプ１１等により温風を生成する。また、外気受入れ時
（吸込み時）には、原則として、内気吸込み筒部６のシャッタ２６を閉塞する。また、内
気吸込み筒部６を開放し、内気を前述と同様に、第２チャンバー１０２に吸込み、吸込ん
だ外気と、混合することもできる。
【００２５】
　本発明では、図１と図２の如く、本体１００に設けた外気吸込み筒部５を、対で設ける
（対のファン８に対応した対の構造である）とともに、この対の外気吸込み筒部５の間に
隙間を形成する。この隙間は、止め具２０、及び／又は、外気吸込み筒部５等の取付け、
交換等の作業に役立てることを意図する。
【００２６】
　以上で説明した各実施例は、好ましい各例を示したものであり、同様な効果と特徴を有
する他の構造、手段は、本発明の範疇である。
【符号の説明】
【００２７】
　　　１　環境制御機
　　　１００　本体
　　　１０１　第１チャンバー
　　　１０１ａ　面
　　　１０１ｂ　面
　　　１０１ｃ　底部
　　　１０２　第２チャンバー
　　　１０２ａ　部屋
　　　１０２ｂ　隙間
　　　２－１　第１外気吸込み口
　　　２－２　第２外気吸込み口
　　　３－１　第１内気吸込み口
　　　３－２　第２内気吸込み口
　　　５　外気吸込み筒部
　　　５ａ　内壁面
　　　５ｂ　内壁面
　　　５ｃ　内底面
　　　５－１　終端部
　　　６　内気吸込み筒部
　　　７　開口
　　　８　ファン
　　　１０　燃焼釜
　　　１１　放熱パイプ
　　　１２　バーナ
　　　１３　バーナ用のファン
　　　１５　吹出口
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　　　１６　取付け口
　　　１７　通路
　　　２０　止め具
　　　２１　遮音風向板
　　　２１ａ　第１折曲げ片部
　　　２１ｂ　第２折曲げ片部
　　　２１ｃ　切欠き
　　　２１ｄ　切欠き
　　　２１ｅ　第１折れ片部
　　　２１ｆ　第２折れ片部
　　　２１００　本体部
　　　２１０１　端部
　　　２１０２　端部
　　　２５　遮音壁板
　　　２６　シャッタ
　　　Ａ　受入れ外気（吸込み外気）
　　　Ａ１　集中した外気の流れ
　　　Ｈ　ハウス
　　　Ｈ１　妻面
　　　Ｈ２　ダクト
　　　Ｈ３　フィルム
　　　Ｘ　長手方向
　　　Ｙ　短手方向
　　　Ｑ　横断面

【図１】 【図２】
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